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1 はじめに
「我国の建築家達をフローレンスに送ることは役
に立たない。東京の方がまだましだろう。J一一
D. Eversley, 'The Planner in Society', 1973. 
第二次大戦後，英国のニュータウンが，カメラやハン
ドブックを持ち（あるいは持たせ〕，様々の関心や知識を
持ち（あるいは持たず〉，その街角や緑地に押寄せる内外
からの見学者を引きつける数十年前，パーミンガム郊外
のボーシヴィル「村Jが同様の巡礼地であったことがあ
る。
『英雄の住むにふさわしい国』というロイド・ジョー
ジのスローガンが未だ色あせず，アディソンの住宅・都
市計画法が議会を通過した1919年，英国主室一行がここ
を訪れ，巡礼のシーズンは最高潮に達した。この来訪を
待つまでもなく「村」の存在は国際的に知られ，アメリ
カ，ヨーロッパ，中国，インド各地から多数の見学者を
迎えていた。勿論日本も例外ではない。
その創始者であり，中国の状態に深刻な関心（と改善
のための金）を払ったジョージ・キャドベりは，その中
国に対する意図に深いき青疑の念を持っていた白木からの
見学者を，前年1918年9月に， 「村Jiこ迎えることにな
る。彼は私信のなかで「土隠日，五人の日本人紳士の興
味ある訪問を受けました。一人は我園の地方自治体庁長
官にあたる職にある大臣であり，もう一人は，今では彼
ら日本入が日本の一部であるとみなしている朝鮮の文部
ニ会
次
（以下，下巻）
（的革新の管理と労働福祉
（功労働福祉の原則と限界
4 「政治家Jキャドベリ一一非政治人の政治活動
5 都市計画家キャドベリ句一一来たるべき社会？
6 むすび
大臣……でありますJ。（原文のまま〉
これらの巡礼が多くの場合一時の流行に終ったとじて
も不思議はない。ボーンヴィルに一世紀先立つユュー・
ラナークも膨大な見学者を引寄せたが，その実際的な結
果になるときわめて疑しいと言わざるを得ない。
にもかかわらず「村」は当事者にとってファッション
ではありえない。それが英国都市計画史のなかに占める
位置は，一過性の流行の記録の域を越えている。キゃド
ペリとボーンヴィルを抜きに，英国都市計画史を書くこ
とは，時にはヨーロッパ都市計画史の場合すら，英国入
にとって困難なようにみえる。
Lかし問題は英国都市計画の了解如何にとどまらな
い。キャドベリは英国において，最初ではなくとも，最
も一貫し徹底した労働福祉・労使協調主義経営の実践者
であり，成功者でもあった。にもかかわらず「村」はほ
とんどいかなる意味でも，「社宅J・f企業福祉」ではない
し逆に金持ち資本家の，事業を離れた慈善的道楽でも
ない。それは彼の資本家としての原則の結果であり，又
それの成立根拠でもある。この関係を了解することは，
日本の企業福祉と都市とを了解するための，一つの有力
な道筋でもありうる。
以下の一文は， 『場所の政治一英国都市計留の了解』
（仮題〉という，もう少し長文の英国都市計画研究の導入
部分として書いたものであります＠従って歴史的な分析
はほとんど意図の外にあり，一九世紀の都市改革運動を
支えた一つの有力な思考タイプ， f現実的〈功利的〉ユー
トピア主義Jの一例を紹介することに重点がおかれてい
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ます。そのため独立させた場合，よかれあしかれ，ジャ
ーナリスティックになることは否定できませんが，ここ
ではその点をむしろ生かし，詳細な注や文献提示をでき
るかぎり避けることにしました。しかし紹介のもとにな
った文献を明示して，もう少し専門的関心のある人々に
よる参照と吟味を容易にすることは必要なので，その目
的に不可欠と思われるかぎりで最少限の，入手が容易な
文献を，各くぎりごとにほぼ出現順序に応じて紹介する
ととにしました。なお執筆中の事情のため，日本語文
献，邦訳等をほとんど掲げることができませんでした
が，これも将来に待ちたいと思っています。
注記
ジョージ・キャドベリの伝記としては，彼の死の翌年
出版された A.G. Gardiner, 'Life of George Cad-
bury', Cassell and Campany, 1923 及び最近出版さ
れた小冊子， WalterStranz, 'George Cadbury一一
An illustrated life of George Cadbury 1839-1922’ 
Shire Publications, 1973の二つしか気がつかなかっ
た。後者は鐙く，よくまとまっているが，新しい発見は
少なし、。前者は，キャドベリの晩年20年間の友人であ
り，キャドベリの経営した「デイリー・ニューズ」の編
集スタッフでもあったージャーナリストによって書かれ
た。引用された数字や個々の事件の細部については，常
に信頼できるわけではないが，キャドベリの考え方を知
るには今でも最もよい本であろうと思われる。
その他キャドベリの企業史には， I.A. Williams, 
'The Firm of Cadbury, 1831-1931，’ Constable, 
1931があり，ボーンヴィル「村」については， Bournville 
Publications, 'The Bournville Village Trust 1900-
1953’， 1953及び℃adbury’s Bourn ville，’ 1969等が
ある。これらの資料を必要に応じて参照し，ガーディナ
ー氏の記述を確認するよう努めたが，この一文はキャド
ベリの思考の型を紹介する事に重点を置いているため，
圧倒的多くを同書に負うことになっている。
なおボーンヴィルの都市計画・住民政策史上における
位置づけについて書かれた本は数多いが，私が気がつい
た内で比較的入手容易で，ある程度まとまった記述があ
り，他の似た試みとの比較が可能なものとして， Colin
and Rose Bell, 'City Father, The Early History 
of Town Planning in Britain’， Pelican Books, 1972 
を推すことができる。
2 クウェイカーの世界
「かなりの程度非宗教的な時代に向って，彼の生
涯と業績の紹介を，彼の宗教について論じること
で始めるのは，そぐわないようにみえるかもし
れない。」一一一W.Stranz，’George Cadbury’， 
1973. 
(1) パーミンガムとクウェイカー
1794年ジョージ・キャドベリの祖父， リチヤード・ T
・キャドベリが，先祖伝来の地である南部エグスターか
ら単身パーミンガムに移住してきた。エクスターのキャ
ドベリ家はクウェイカーの祖フォックスとも関係のあっ
た歴史あるクウェイカー教徒であり，絹・反物商人とし
てバーミンガムに定着したリチヤードも，移住二年後に
はイスプィッチのクウェイカー，エリザベスと結婚し，
ここにパーミンガムにおけるキャドベリ家が始まる。
当時のパーミンガムとそれを含むミッドランヅ地方
は，産業革命の中心地であり，急速な人口集中が進行し
ていたのみならず，多くの正統的教育機関や公職から排
除され，或いはす青疑の目で迎えられていたノンコンブォ
ーミスト（国教会体制への非服従派）の一つの知的な焦一
点、でもあった。
進化論で知られるチャーノレズ・ダーウィ γの祖父，エ
ラスムス・ダーウィンが中心的な活動家の一人であった
パーミンガムの「ノレナー協会」は，アダム・スミス等の，
活躍したスコットランドのグラスゴー，エディンバラと
ならんで， 18世紀中葉以降の新しい科学技術，哲学の流
れを生み出したもう一つの地域， ミッドランヅを代表す
る科学・哲学協会であり，そこにはバーミンガム及びそ
の周辺の科学者・技術者・知識人・産業家が集まった。
ジェムズ・ワットやボールトンがそうであったように，
ここに集り議論を交換した人々の多くは，科学者でもあ
り産業家でもあり，又哲学者・運動家でもあった。当時
バーミンガム郊外にあったソーホー（今は半スラム〕の・
工場で，ワットとボーノレトンが新しい型の蒸気エンジン
の製造を開始したのは， 1775年であり， リチヤード・キ
ャドベリがバーミンガムに到着する以前に，工場用動力
としての蒸気エンジンの使用は実用段階に入っていた。
バーミンガムに新しい時代があり，未来はそこで形成q
される。都市は急速に膨張しはじめるが，工場に隣りあ
って住む職工とその家族も少し歩くだけで容易に田園と
自然とを享受しえたし，スラムという英語が定着するtこ
はまだ少し時間があった。エラスムス・ダーウィンの詩
『植物園』は， 1780年代のパーミンガムをとらえていた
楽観的で自信に溢れた空気で充されている。この長編詩
の間奏のなかで， 「われわれの知識が未だ不完全な哲学
の領域における……途方もない諸理論にも益がないので
はない。それらは，実証し又は反証するための，苦労に
満ちた実験や発明あふれる推理作業の遂行を励す」とェ
ラスムスは宣言し，彼の詩は，自にはみえない科学技術
と社会改革のもたらす未来を目のあたりに提示し，人々
を導くことにあると主張した。彼の描いた未来では，ロ
ケットが飛びー「蒸気力か何か他の爆発物による推力でー
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飛ぶ方法が・・・・・・多分半世紀内に発見されよう」ー ，海底
旅行ー「半世紀もたてば海上を旅するよりも，海中を行
く方が安全になろう」ーが実現される。彼の詩は同時代
に熱狂的に歓迎された。
これほど徹底した楽観主義は，ナポレオン戦争後の不
況と政治的反動がなくても長くは維持されなかったろ
う。それから一世紀以上経て，ジョージ・キャドベリが
嘆息することになるように，産業革命の社会的帰結は
「機械は富をつくるが，人聞を破壊する」ことを裏付け
るようにみえた。産業都市の膨張はその内部にますます
多く，ますます混雑し，不衛生になるスラムをつくり出
し，そこでの生活は回国や自然との事実上の断絶故に一
層悪化する。エラスムス・ダーウィンの詩it., 150年後
の英国で「再発見」されるまでは忘れられ，エンゲノレス
の労働者階級の状態についての記述一一それを第一次資
料として引用することは，アカデミック・ゲーム上多少
疑しい手続きだとしても”一ーが，資本主義の将来を「予
言Jする。
しかし全てのヴィクトリア産業都市がエンゲルスのマ
ンチェスターではない。確かにそれは「マンチ品スター・
スクール」と『マンチェスター・ガーディアン』 （常に
同じ方向を指したわけではない二つの緩針盤）を生み，
育てたけれども，エンゲルスの「近代工業都市の古典的
タイプ」という指摘（同時代には特に変った指摘でもな
い〉に疑問のないわけではない。エンゲルスがマンチ＝
スターに見た産業資本家と工場労働者への階級分裂の進
行という「将来」はパーミンガムにすっきり適合すると
は言えない。
1732年に「ウォーリック県の市場町であり，その住民
ずート
の技術と勤勉によって生み出された全ての種類の道具と
珍品によって世界に名高い」といわれた時代から一九世
紀末に至るまで（文かなりの程度二O世紀においてす
らみバーミ γガムは多様な業種の集った小さな町工場
の支配する都市であり続けた。たとえその最終生産物が
大資本家の工場に納入されるにせよ，実際の作業は独立
した親方と少数の職工からなる町工場で営まれ，親方と
職工の関の社会的懸隔は相対的に小さく，両方向に向っ
て流動的であった。
1775年，記録されるかぎりでは最も古い住宅建設互助
組合がこれら半親方・半職工層を主とした担手に始めら
れ，急速に数を増したのはバーミンガムにおいてであ
り，投機業者によってこれらの層をめあてに建設された
パーミンガムの住居水準は，マンチzスタ｛やリパプー
ルに較べかなり良好だった。 （とれはスラムがないとい
うのでも，死亡率に代表される健康状態が他に比べよか
ったというわけでもない。死亡率の点では一九世紀後半
まで最も劣悪な都市の一つであったが，それは結局「空
気疫病理論」の問題であって，住居水準そのものの問題
ではない。〉
1829年に設立されたパーミンガム政治同盟， 1842年に
グウェイカーの穀物仲買人ジョゼプ・スタージによって
始められた完全選挙権問盟は， 1860ー 70年代のジョゼフ
・チェンパレンの‘コ｛カス’と同じ社会構造の上に成
立し，常に階級聞の「幸福にして調和ある協同，協調，
同盟」を強調してきた。穀物税撤廃運動の指導的イデオ
ロ｛グの一人であり，その成功後マンチzスターを追わ
れたクウェイカーのジョン・プライトが， 「過激」自由
主義の第二の永続的な政治基盤を見い出したのもパーミ
ンガムにおいてであった。
時代が進むとともに階級間の流動と協調とが社会的事
実から神話の領域にますます移行していくことは否定で
きなL、。しかしマンチェスターやミドルズ7• ロのような
「近代産業都市の古典的タイプ」が，ヴィクトリア期の
深化とともにその技術的，社会的品事室lを喪失して
いくのとは対照的に，パーミンガムが「技術革新」の推
進力をニO世紀に至るまで保持したことも又否定できな
い。その構造的基礎の一つが，多様で独立した町工場の
存在に求められるかぎりで，神話はなお事実と密着して
いると言える。
パーミンガムにおいてこの意味での「革新」を担った
のはノンコンブォーミスト系の事業家であり，社会運動
家であり，宗教人達であった。ノンコンフ宏一ミストの
福音主義がスラムと煤煙で満ちたヴィクトリア都市を生
んだ産業革命に責任があるのと同じく，その改革を推進
した動因にも福音主義が存在する。
1844年，再洗礼派牧師としてパーミンガムに来たジョ
ジー・ドー ソンは， 「大都市はその市民に対し，偉大な
国家がその国民に対してなすのと同じ諸義務を来すため
に存在する」と説教し，都市は「それを通して，かっそ
のなかで，人生のあらゆる至高・至善・真実の目的が流
れ，形づくられる」嵩高な有機体であるから，時代が宗
教に対し要請しているのは， 「裸の者に衣類を着せ，飢
える者を食べさせ，無知なる者を教育する」実践的効果
の追求だとした。バーミンガムで最も活動的だった組合
教会派の牧師デイルは， 「政治権力の行使を拒絶するも
のは，神と人とを裏切るものである」と政治への積極的
参加を説き，バーミンガムのキリスト教徒は「自らが住
む街と教区とが下水，街灯及び道路舗装で完備され，全
ての階層に行渡る学校と，害毒を流さない公共的娯楽が
提供される」ょう努めねばならないと説教した。彼の都
市に対する態度は，美しい山に図まれた湖のほとりで休
暇を過した後，日記に次のように記した事にうかがわれ
る。 「この素晴しい自然の風景には，私が休暇から帰る
汽車の窓から眺めるパーミンガムの煙に包まれた街々の
景観の半分の興奮もない」と。
地上の福音はまさに都市の福音であり，チzンパレγ
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のシヴィック・コ・スペノレは，これらの説教の政治的専門
職化に過ぎないともいえる。
しかしグウェイカーの圧倒的多数は，政治や都市に対
し，当初これほど楽観的でも積極的にもなりえなかっ
た。ノンコンブォーミストのなかでも最もラデイカルな
一派であるクウ zイカーは，都市と政治に対し，産業活
動一般に対するのと同じあの丙義性を強く帯びている。
ある意味で産業革命の「奇跡」をどの都市よりも劇的
に体現したミドルズブロの予想、をはるかに越える繁栄と
発展は，創設者たるクウエーカー諸家族の，少なくとも
家長の一人を不安に追い込む。数百エーカーの湿地を前
に， 「ここに想像力は拡がる。いつの日かこの剥出しの
地は…・・突提に群がり，忙しく動き回る数知れね船で溢
れるだろう」将来を予見し，多額の投資に踏切ったのも
クウェイカーなら，それから20数年後，鉄鉱脈の発見によ
って，新しい段階の発展が見込まれるようになった1851
年， 「H・M ・今やきわめて有利な見通しがひらけてきた。
しかし私は一家のものがこの興奮にまきこまれるのには
大きな不安を感じざるを得なし、。彼らは既にこの世にお
けるかかわりを十分に持っているのだから」と記したの
もクウェイカーであった。
この両義的な態度はパーミンガムにおけるクウェイカ
ーの政治活動にも見出される。ロイド銀行を生んだサム
プソン・ロイドを始めとして「パーミンガムのクウェイ
カー は・・・・・・そこの活動の少からぬ要素であり，一九世紀
のパーミンガム市長のうち，七人はクウェイカーであ
る。 〔しかし〕彼らがどこまで政治に関与するのがよい
と考えるかには，しばしば確としないものがある」と，
ヴィクトリア史家の一人は述べている。
この両義性と不確定性は，ノンコンフォーミズムのな
かでも最も根本的な非服従を貫いたクウェイカーが，信
仰を維持しつつ，或いはしばしばその信仰故に，抗議・
抵抗の側カミら権力と権威を享受し，行使する倶tlへと移行
してきた事実と無関係ではない。そしてこの事実に含ま
れる矛盾と葛藤にクウェイカーがいかに対応し，その対
応が英国社会にL、かなる影響を与えたかを，キャドベリ
とヴィクトリア産業都市とに即してみることにする。
注記
1 ヴィクトリア期におけるバーミンガムの「特異
性」やマンチ早スターとの比較については，
Asa Briggs，‘Victorian Cities', Penguin, 1968. 
Jane Jacobs, 'The Economy of Cities', Penguin, 
1972. 
2 ヴィグトリア都市と技術革新については，
R. T. Robson，‘Urban Growth~an approach’， 
Methuen, 1973. 
3 エラスムス・ダーウィンの詩については，
F. D. Klingender, 'Art and Industrial Revolu-
tion', Paladin, 1975. 
4 スラムという語の定着については，
W. G. Hoskins, 'The Making of the English 
Landscape', Penguin, 1970. 
(2) クウェイカーの家庭
一七世紀ジョージ・フォックスによって始められた
「信仰向胞の会」（TheSociety of Friends）は最も徹
底した制度宗教への抗議と抵抗を示し，信仰復活運動を
最も純粋な形で体現していた。神の前における人格の平
等は，国王に対してすら「汝」以外の呼称で呼びかける
ことを拒否させ，彼らを裁く国王の法廷においですら
帽子をとる必要を認めなかった。その戦争否定の激しさ
は，ほとんどいかなる体制にあっても無視しえない挑戦
であった。
彼らへの弾圧は苛酷であり，鞭打と投獄とに抗して信
仰を貫いたクウェイカーの姿勢は，運動への多数の改宗
者を生み出すことになるoにもかかわらず王政復古後の
英国は，クウェイカーの場合にすら殉教による直接の死
者を出さずー「百の宗教の国」ー肉体への弾圧は間もな
く公職・正統教育機関からの排除に変化した。
一七世紀にみられた民衆的で熱狂的な信仰復活運動
は，より持続的で一貫した自己規律の信仰へと転化し，
一八世紀に入って積極的な改宗者獲得の努力は停止され
る。体制による排除と猪疑は，クウェイカーの日常生活
を全面的に規制する禁欲主義と世俗への距離感覚とを，
商業・金融活動における商行為水準と様式の革命に向か
わせ，彼らの多くは一八世紀中に，中産階級の一角に自
らの位置を確立することになる。
外部からの圧迫，かぎられた，しかし時代とともにま
すます重要性を増す分野での成功，数において少数だが
通婚と相互的徒弟修業の網の目で緊密に結合された全国
的なつながれこれらの要素はクウェイカーを一つの特
権的な閉鎖集団に転化させる危険を生み出す。確かにク
ウェイカーの形成する“コネクション”への非難と猪疑
には理由がなかったわけではなく，一切の形式性を排除
するとし、う主張は，しばしば最悪の形式主義を生み出す
ことになりうる。
しかし教義の内容よりは，個々人の行為のキリスト教
的 i質」を重視し，自己の全行為を高度に個人主義的な
「内面の光」によってのみ導こうとする信仰は，クウ再
イカ一世界と一般社会との格差を，むしろ積極的で世俗
内的な活動の誘因へと転化することになる場合も多かっ
Tこ。
英国で最初のコークスによる鉄製錬方式を導入したエ
イプラハム・ダーウィンや，最初の営業用鉄道路線，ス
トックトンーダーリントン線〈一名「クウ aイカ一線J）開
資本・福音・都市（上） 7 
設やミドルズプロ開発に成功したピズ等のクウェイカ一
家族のように，産業技術革新の分野で，あるいは，監獄
や精神病施設の改革に努力したエリーザベス・フライ，
ウィリアム・テュークのように社会改革の分野で，数と
は比較にならない大きな変化を英国社会にもたらしたの
も，クウェイカーであった。
l ・・号，.＿， VI?· ＂~ ス
彼らは地区ごとに「信者会合の家」を建設し，日曜日
には規則的に出席したが， 「ハウス」はその建築デザイ
ンが象徴するように，信者の集い，共通の信仰を確認し
励す場以外の何物でもない。牧師は存在せず，儀礼はな
い。官能に訴えかけるものは，建築であれ，儀礼であれ，
服装であれ，厳しい疑いの自で審査され，拒絶された。
従って信仰は家族のなかで，父から息子へ，母から娘
へと伝達され，多くの場合信仰の再生産は，クウェイカ
ー内通婚を意味した。キャドベリ家の場合， 1839年ジョ
ージ・キャドベリが生まれた時，四代にまで遡る計一六
人の母方，父方全ての祖々々父がクウェイカーであっ
た。このような下では，家庭が教会であり，特別の教会
なしに強い信仰を維持しえたのも了解しうる。
パーミンガムに定着した祖父リチヤードは反物商とし
て一応の成功を収め，貧民監督官として最初の公職活動
を開始し，その後救貧委員会の一員を経て，市参事会に
三十年間在職し，一九世紀前半のバーミンガムの公的活
動に大きな役割を果した。彼はクウェイカーとしての信
仰と自己規律を公務執行に際しても貫いたが，それが公
権力を通した家父長的慈恵専政と倫理的過剰支配に陥り
やすい危険を持っていた点は，彼が時として「リチヤー
ド王」と呼ばれていたことにもうかがわれる。
1801年に息子ジョンが生まれ， リーヅ及びロンドンで
の徒弟修業を経て1824年にバーミンガムで茶・コーヒー
取扱い業を始める。この時リチヤードは，十人の子持ち
であったため，なにがしかの金を与えて「これで浮くな
り，沈むなりするほかなし、」と突きはなさざるを得なか
ったと言う。
勿論リチヤードは既に有力な公的人物（1821年市参事
会入り）であり，彼の事業も「それ以降一貫してキャド
ベリ家のものである商道徳の名誉ある水準Jで知られて
もいたから，ジョンの出発も順調なものであった。同年
3月1日付の地方紙は，同店が当時パーミンガムの中心
商業街であるプノレ・ストリートに開設されたことを報
じ，広告にきわだった才能をみせたジョンは， 「マホガ
ユー枠に板ガラスのショーウインドウという当時の商店
陳列には斬新なやり方を試み，何マイル先からも人々が
見にやってきた。」
ジョンは茶・コーヒーのほかに，片手間の形でココア
の製造と販売も試みていた。当時英国ではココア飲料ー
ジョンの広告によれば「朝食にとって最も滋養に富む飲
み物Jー の消費が急速に拡大していたから，この副業も
発展し，開設七年後の1831年には，少し離れた場所に小
さい工場を借り，ココア粉砕の機械化を始めるところま
で進んだ。
閉店二年後の1826年に結婚した最初の妻は二年ほどで
死亡し，ジョンは事業以外にクウェイカー活動と公的活
動に精力を注ぐ時期を迎える。バーミンガムのクウェイ
カーを代表してアイルランドに出掛けたり，貧民監督官
の一人に選ばれ，その会議がかなり賛沢な食事付きであ
るのを見て， 「この驚くべき傍若無人の職務濫用を非難
し・…・・撤廃に成功」するのもこの時期であり， 1830年に
は市参事会（「リチヤード王」が議長）に入り，親子で市
政の中心で活躍し始める。後にバーミンガム市設立法案
通過に努力を払い，父が議長として長年在職した市参事
会は1851年に廃止される。
彼は児童労働を酷使する煙突掃除業の実態に最も早く
社会的な関心を払った一人でもあり，同業親方組合の反
対にもかかわらず，児童労働使用に替る機械の発明と普
及に努力する。この問題に関する貴族院特別委員会議長
宛の手紙で「私は長年の問機械の使用とその導入上の困
難除去のために努力し一一機械使用の現場に出掛たこと
も度々でした」と自らの経験を書送っているo ここには
後に怠子ジョージの機械化促進に対する態度に直接つな
がる主張がみられる。
1832年， 32才のジョンはキャンディア・バーローを第
二の妻に迎える。バーロ一家はこれ以前幾つかの婚姻に
よってキャドベリ家とつながりがあったのみならず，ジ
ョンとキャンディアは幼な友達でもあった。キャンディ
アの父はきわめて成功したランカスターの貿易商で易
り，彼女を通じて子供達は後に幾ばくかの財産を受継ぐ
ことになる。一家は祖先に宗教的（クウェイカー以前
に）殉教者を出したこともある強固なクウ＝イカーであ
り，彼女との再婚を通してジョンは一段と禁欲主義を強
めることになる。これはジョンの父， リチヤードにとっ
ては当初いきすぎとみえるほどのものであったらしい。
にもかかわらずジョンは禁酒運動に熱心に打込み，バー
ミンガム禁酒扶助協会の創立メンバーの一人になる。後
にリチヤード自身も禁酒運動の積極的支持者になり，一
家はこの結婚を契機に一種の信仰再興の時期を迎えた。
このようななかで1839年ジョージが生まれる。その雰
囲気は「きわめて厳格なものではあったが幸福な家庭で
もあった。全てがピューリタン一家の厳しい規律で満さ
れていた。」父ジョンは子供時代音楽への趣味を示した
こともあったが，官能に訴えるもの一切を疑いの自でみ
るFウェイカーの伝統のなかで，祖父リチヤードはドイ
ツ・フルートの演奏を禁じた。従ってジョージが育った
時期にも，父は家にピアノを置くことを許さず，本欄の
引出しにしまわれ，時々聴くことが許されたこ台のオル
ゴールが唯一の例外であった。正統な読書は， 『天路歴
8 都市研究報告第71～74号
程』とクウェイカーの祖，フォックスの書いた『殉教者
の書』に限られていた。
両親も乗物に乗ることを肉体への譲歩として拒否し，
子供達も庭と周囲に広々とひらけた緑地と田園を駈け回
り，草木の手入れをすることが最も奨励された活動であ
った。又朝食前には必ず1マイル乃至1マイル半を走る
ことが日課になっていた。兄は寄宿学校に送られたが，
ジョージは近くのクウェイカー向けの学校に通った。そ
こでは厳しい自己規律と克己が教育の主目的とされ，新
入生は，腕やすねをたくしあげて茨のなかに投込まれ傷
だらけになって出てくるとし、う入門儀礼で迎えられたり
もした。
14才の時母は死亡し，翌年学校を了えるとともに，ク
ウェイカーの伝統的な考えに従って徒弟修業を始める。
多くの伝統的クウェイカーにとって，知識一般を貯える
ことは信仰に基づく生活の妨げになるものと考えられて
いた。人生の義務は「この世的な営みと精神的課題に，
つまり魂の育成と生活の糧を得ること」に尽きた。 21才
で兄とともに急速に傾き始めた父の事業を継ぐまで，彼
の教育は主にこの徒弟修業のなかで行われ，寄宿学校で
音楽・芸術への趣味を培った兄とは異なり一生この分野
に関心を払うことはなかった。
しかし子供時代から培われ，一生彼を動すことになる
活動があった。それは自然のなかで肉体的な訓練やスポ
ーツに打込むことである。本や芸術一般における関心の
不在は，自然そのものを享受し， 「学習」することで補
われ，スポーツの楽しみと自己訓練がとれに加わった。
自然は彼にとって単に鑑賞する対象でなく，そのなかで
活動し，一体化する場であるかのようにみえる。
彼が事業再建に努力し，そのためには朝6時に起床
し朝7時から夜9時まで働き続けるということも珍し
くなく，出費を抑えるために，結婚を当面断念し，茶や新
聞を断つという状態の下でも，スポーツへの情熱は維持
された。夏には起床時聞を早めて夕方のスポーツ時聞を
みつけ，他の若いクウェイカー仲間とともに早朝のホッ
ケーやフットボールを楽しみ，秋にはパーミンガム郊外
の貯水湖に土曜の夕刻汽車で出掛け，翌朝早く水泳を楽
しんだりもした。数度薄氷が張ったがこれも彼の「リク
リェーション」を挫くととにはならなかったらしい。冬
には5時に起床し， 9時に工場に入る前に， 2時間ほど
スケートを楽しむということもしばしばであった。
子供時代を通して彼は身近かに自然を享受することが
できた。両親が都心から2キロほど離れたエッジバスト
ンに移転したのは彼の生まれる四年前の1835年であり，
当時はまだ近くに森を残す恵まれた中産階級向け郊外住
宅地であった。この近辺はかなり後まで郊外住宅地とし
ての恵まれた環境を維持し，庭は広く，邸宅よりも樹木
の方が支配的であった。しかし彼の成長とともに，パー
ミンガムの都市化も未曽有の規模と速度で進行し，都心
近辺のスラム化が一段と激しくなってし、く。エッジバス
トン自体も都心に近い地帯では，緑地が次々と姿を消
し，密集した家が建並ぶようになってし、く。
子供時代キャドベリが享受し，後になっても「回顧し
て倦むことのなかった......健康で生気をふき込む自然か
らの恵み」と，庭と緑地を埋め尽くし，ーエーカーに100
軒も詰込まれるスラムとの明瞭な対照が，彼を環境決定
論者の方向に導く。同時代人の多くがそう考えたよう
に，彼にとっても自然との接触の欠如は単なる健康問題
ではなし、。人々に自然との接触を回復させることは，「道
徳的荒廃を導く産業化への対抗」であり，彼の日曜成人
学校運動への参加も，同ーの線上に立つものであった。
注記
英国社会におけるクウェイカーの位置やその信仰特質
については，次の二冊が，記述の簡明さ，入手の容易の点
からみて適当な導入であろう。 G.Hubbard，’Quaker 
by Convincement’， Penguin, 1974; G. Gorman, 
’Introducing Quakers', Friends Book Contre, 1969. 
(3) 白旗成入学校とクウェイカー
日曜成入学校運動は1798年ノッチンガムに始まり， J
・スタージによってパーミンガムにもたらされ， 1845年
に彼の兄弟とともに最初の実験的活動が市中心に近いブ
リッジ・ストリートの一角で開始された。
この運動は一九世紀中葉にグウェイカーが行った社会
改革への最も重要な貢献の一つであり，それに参加した
「生徒」に大きな影響を及ぼしたのみならず，運営の中
心となったクウェイカー自身に持続的な「社会教育」の
場を与えた。
学校は毎日曜日の朝7時半に始まり，各自が各々の教
会に出席するまでの間半分を聖書講読に，残りの半分を
読書き一般にあて，途中でクラスをふりかえるという方
式によった。公共教育がほとんど不在で，識字率のきわ
めて低かった当時にあっては，重要な民間教育の場であ
り，後には貯金活動や相互援助協会活動も行ない，実際
的な便益をも提供してきた。しかしそれは決定的に宗教
的運動であり，単なる世俗的教育機関とはみなされえな
い。目標は宗教的確信に基づく自己規律の強化， 自立
心・自己向上心の育成にある。運動自身の言葉を借りれ
ば「『あなたの都市を強いものにするのは何か』とスパ
ルタ王によそ人が訊ねた。・・・答えて云うに『スパルタで
は民が壁であり，各人がレンヵーであるから』と。我荷は
答える。 『我々 の力は・・・各人がなすべき仕事をみつけ，
それを行なうにあたって同胞的愛を注ぐ所にある』と。」
宗教的であることは，しかし，宗派的であることでは
ない。運営の中心はクウェイカーであっても，参加者の
資本・福音・都市（上〉 9 
宗派はとわれず，学校の外では各々の教会に積極的に参
加することが奨励された。又それは単なる聖書講読会で
も教会でもなく，又慈善運動でもなし、。生徒は運営への
参加を求められ，新たな参加者の勧誘と脱落者の再勧誘
が要請され，多額ではないが授業料を支払うことが要求
された。
パーミンガム市内だけで運動に定期的に参加した教師
は30人を越え，その内5人は後にパーミンガム市長を務
め，チェンパレンを中心にする1870年代のパーミンガム
の市政改革運動，自治体の社会改革分野への活動拡大プ
ログラムー「ガスと水道の社会主義」ーは，有力な支持
と推進者をこの運動のなかに見い出すことになる。運動
の指導者の一人であったウィリアム・ホワイトは， 80才
で死亡する前週まで毎日曜欠かさず出席し，異常に雪の
深い冬の戟，キャドペリがようやくの思いで学校にたど
りついた時，既に到着していた数名の教師のなかに当時
75才になるホワイトがし、たという。
従ってホワイトがチェンバレンとともにスラム除去・
都市改善計画の推進をはかり， 「都市の真喰中にあって
次から次へと続く恐るべき荒廃を描写し，思い浮かべる
ことは容易ではありません・・・…家のなかも，最悪の階級
の家ではなく，表通りに面し向上心ある勤勉な商人が住
む家でも，土台に影響が出るほどひどくなっているのが
到る所にあります・・・・・・これは私が自分の限で見，現に見
た人から聞いた事実であります。私は事実を述べている
のです」と演説した時，彼には少なくとも自分が何を話
しているのか分っていただろう。
父の事業が悪化する最中， 1859年20才でキャドペリは
この運動に参加する。当時学校活動は最初の実験が始ま
った場合からの拡大はほとんど進行していず，生徒も数
百名を数える段階にあった。翌年から兄とともに父の跡
をついで事業再建に苦労し始めるが，この間も一種の教
師見習い的な活動を続け，事業再建の見通しもたたない
1863年，自分のクラスをまかされることになる。この後
72才になるまでの50年間，毎日曜朝は5時半に起床し，
5マイルの道をJ馬で，後には自転車で学校に通い続けた
（「馬は・…－・人聞の世話を心要とするが，自転車には手聞
は一切ない」）。
キャドベリは一貫して運動の精神的・宗教的意義を強
調し，学校が出席者に実利的誘因を提供することによっ
て善導することに対し強く反対した。 50年間を通して彼
が日曜学校の生徒に贈ったものは毎回ごとの花束だけで
あった。しかし他面で彼は，学級の運営を通して，過半
の労働者家族が置かれている環境の重圧（今なら「社会
的規j奪の悪循環」と呼ばれを現象）にますます気づくよ
うになる。
成人学校運動全体がそうであったように，彼も運動が
「向上心あるJ労働者層に限定されず，社会的剥奪の最
も著しい労働者下層（「ルンペン・プロレタリアート」
を，つまりスリルを求めて常習的窃盗に陥った者を含
む〉を引込むことに努力し，学級をスラムの唯中にある
廃業した町工場や元パプの中に設けた。個人としてはき
わめて厳格な禁酒主義者であり，一時は自由党内の禁酒
グループの有力メンバーとして禁酒を争点に党主流に抵
抗するほどであったが，飲酒による被害と誘惑に最も抗
しがたい人々に真に改善の機会が与えられるためには，
「学校へいらっしゃいと言うだけでは無駄である。学校
の方でその人達の所に出向かねばならない。その人々に
とって寛げる場所があるに違いない」のであり， 「もし
しらふで出席できないなら酔払いのままで歓迎されるべ
きだし，ボロしか着て来れないなら，ポロのままで居心
地のよい状態にする」ことが義務であることを受入れ
る。
彼のクラスを通過した人々は60年間でも000人余りに
達し，その多くとは生涯に渡る交渉が保たれ，キャドベ
リも一年に二度これらの元「生徒」をパーティに招くこ
とを最も大きな楽しみにした。後年彼が元「生徒」の子
供から，飲酒に明暮れし，家庭を顧みなかった父が，彼
のクラスに参加後全く変化し，それによって自分の全人
生が開けたという手紙を受取った時ほど，彼にとって嬉
ばしい瞬間も少なかっただろう。
しかし彼が運動に取組めば取組むほど，学校での「改
善」の限界を知ることになる。当初この限界の主たるも
のは，人々の悲惨の上に営利を追求する酒業・流通機構
の存在であった。従って運動に参加することによって，
Pウzイカーとしての酒・タバコ等の全面的な撤廃とい
う信条は強められることになる。
しかしこれは信条としての「コーズ」の確認ではあっ
ても，そのままでは悲劇を生む社会的な因果連鎖として
のコーズの認識ではない。一方でクウェイカーであるこ
とを自覚する故に可能となる個人の自発的な規律と神へ
の貢献＝社会への貢献（「世界を最初にみい出した時よ
りもよくして去るJ）の意識を保持しつつ，同時に「も
し私が煮焚き，洗濯全てひっくるめて一部屋しかない家
に住み，周囲に喧しい子供のニ，三人もいるような状態
にあれば，パプに行きたいとし、う誘惑はほとんど打勝て
ないほど強いものだろう」としづ共感と了解を保持する
ことは容易ではない。
「改善」に成功した個々の事例に満足を見い出し，或
いは，彼が酒類業界から受けていた非難・中傷・妨害を
考えれば特に，酒類利益団体に悪の根源を投射すること
は容易だったであろう。
しかし彼は出来合いの満足や投射に長く耽溺すること
なし共感と改善とのこつの矛盾する要請を，社会的因
果連鎖としてのコーズの認識とその改善追求の原動力と
して受けとめることになる。結局彼が長年の目隠学校活
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動で学んだことは，後に繰返し強調するように， 「人間
の環境を改善する最良の方法は彼の理想を高めることで
ある。しかし彼に理想を説くだけでは不十分である。彼
の家庭がスラムであり，彼の唯一可能な娯楽がパブであ
る時，人はし、かにして理想を養えようか？」に要約され
る。この場合環境の改善とは最早，単なる飲酒なき社会
ではありえなL、。
3 資本家キャドペリー一原則と実験
「イギリスでは有能な産業資本家がビジネスをそ
れ自体目的だとは考えず，何ものかへの手段一一
政治的活躍，社会的栄誉，あるいは非企業的な役
害トーーと考える傾向がとりわけ目立っている。政
府と財政の中枢がロンドンにあって，バーミンガ
ムにないことは国家的な悲劇だと私はかねてから
感じていた。」－M. シャンクス『ゆきづまった社
会』 (1961年，邦訳1968年〕
「ビジネスはそれ自体目的ではなかった。目的に
とっての手段に過ぎなL、。それは本当に重要なこ
とを行うための道具であった……彼はどジネスを
それには関係のない目標達成に至る道であると考
えた。」しかし他方で「いかなる素晴しい慈善行為
をしてもれ、かにしてその金を手に入れたか』と
いう根本問題を解消するものではないと彼は考え
た。」一一一A.G. Gardiner, ‘Life of George 
Cadbury’，1923. 
(1) 成長企業
紅茶，コーヒー及びココアの製造と販売に特に非道
徳，非キリスト教（どのセクトのキリスト教にせよ）的
な点はなし、。むしろストランツの言うように，これらの
飲物が朝食時の一般的飲料であったビールにとってかわ
りつつあった以上， 「完全禁酒・禁煙主義者であるジョ
ン・キャドベリにとっては，社会的習慣を変えていく上
で自己の事業が果した役割に満足を覚える」こともでき
たに違いなし、。朝食から追われ始めたピールが，昼食と
夕食にどこまで舞戻り，或いは戻らなかったのかは不明
だが，ヴィクトリア的な社会条件の下では，酒類の制限
なき消費促進によって蓄財することに，キリスト教のあ
る種の道徳に照して疑しい点のあることを認めるのに，
禁酒主義者となる必要はない。
しかし他面でココアの消費を優れた広告的才能で誘
導し，私財を形成すること自体が，特に道徳的，キリス
ト教的なわけでもなし、。少なくとも父親ジョンにとって
は，妻の死亡の衝撃と自己のリューマチ樫病及び1850年
代後半に入って伸びの鈍化したココア消費という悪条件
の下でも，なお続けていくに値するものではなかったよ
うにみえる。事業から引退し，宗教活動に専心すること
を望んだ父は， 1861年，年々赤字を生むまでに転落した
ココア事業を二人の息子に托すことになる。
父の事業は1830年から10年間のココア消費量の急速な
伸び（全英で176トンから910トンへ〕につれて一時は急
速な発展をみせた。最初借りた建物が手狭になり，鉄道
用地に買収されることになったためもあって， 1847年新
工場に移転し，フツレ・ストリートの小売店は甥に譲り，
ココアに専心するようになる。 1854年には王室認証を受
けるに至り，全国の主要港に通じる運河に面した同工場
は明るい将来にも面しているようにみえた。彼は逸早く
工場煤煙規制のための運動を行なったり，女工の夜間学
校通学の便のために，週二度は早仕舞する等，労働者福
祉について当時には稀な試みも始めた。しかし1855年の
妻の死亡以降，ジョンは急速に事業意欲を失L、，兄弟が
引継いだ時には従業員も20名前後，低い賃金とともにそ
の規模は業者の間では最も零細なものであった。
二人は既に数年間父の下で働いてはし、たが，この時兄
リチヤードは25才，ジョージは22才にすぎない。二人は
この傾き始めた企業再建のため，母から継いだ各4,000
ポンドの遺産の全てを投資することにした。
1860年代中葉には，年間300ポンドの所得が中産階級
としての最低線とみなされ，この線に達する人口が約2()
万人いた。 4,000ポンドの資産は， 年率8パーセントの
利回りで，この最低線を維持しうる額であったといえ
る。これに工場，生産設備の売却によって得られる資金
等を考慮すれば，当時の社会慈善的な労働者住宅供給計
画への投資が通常保証しえた年利5パー セントー （「5パ
ーセントの慈善」）でも，一応の生活を期待しえたであ
ろう。
従って寄宿学校に通って芸術への趣味が広く，禁酒運
動を始めとする宗教活動に熱心で，結婚したての兄が，
事業は年間 1.000ポンドの利潤を生む所まで回復できれ
ば満足しうると考えたのに不思議はない。他方医者にな
って困窮者を救いたいと年来希望していたジョージにと
っても，事業は自己目的にはなりにくし、。それは彼の成
入学校運動への参加が困難な事業再建期に始まったこと
からでも知られる。従って事業を，キリスト教徒がこの
世で果すべき義務の一部，何か他のよいことのための手
段として考えたのも自然である。しかし兄とは異なり芸
術の趣味もなく，読書範囲も狭いジョージに，この時点
で何か明瞭な目的があったわけではないだろう。
従って二人は事業の再建にあたって自分達の資産限度
内で努力すること，それを全て使っても再建が成功しな
い場合は，借財は一切せず，事業をたたんでそれぞれ独
立の道を見つけることに合意し，再建期間を通してスト
ヅクが自分達の支払い限度を越えないよう常に注意を払
資本・福音・都市（上〉 11 
った。これ以降1899年にりチヤードが死亡するまで二人
の共同経営は円滑に続けられるが，事業の中心になった
のは弟のジョージであるようにみえる。
特に再建期にあっては，独身のジョージの努力は著し
し結婚を当面断念し一「あの時結婚していれば今日の
ボーンヴィルはなかったろう」と後に回想するーl週10
シリングで慈善的出費を含む全ての支出を賄うため，一
切の曙好支出を断念する。
当時彼らの工場の従業員は， 2シリング6ベンスから
5シリングまでの週給を受けていたから，その2～4倍
を自分一人の正当な最低消費線だと考えていたことにな
る。しかし従業員の賃金はバーミンガムの平均をかなり
下回り，赤字続きのなかでも兄弟は賃金引上げに努力す
るほど劣悪だった点も考慮されねばならなし、。いづれに
せよ年間26ポンドの支出というのは，当時においても徹
底した節約だったとは言える。
消費削減と勤勉とは離陵期経済の基本的美徳、であり，
兄弟はこの面ではその原則に忠実だったに過ぎず，それ
だけでは企業の成長を意味しない。始めて三年間は赤字
が続き，ロンドン販売機構の再整備，新しい種類のココ
アの開発等に資金は投下され， 1863年には資金はほぼ底
をっき始めた。二人はそれぞれ，測量師，ヒマラヤでの
茶の栽培と転職計画を準備しはじめた。
しかし翌年に潮は変る。事業は拡大したのみならず，
黒字に転じた。停滞するココア消費の下で倒産する向業
者の相継ぐ時期だったから，生残りが成功を意味した。
しかし当時30軒ばかりあった同業者のなかで，彼らの企
業が最も小さし品質においても劣っていたことに変り
はなかった。何らかの革新がないかぎり，この事態が急
速に改善される見込みはない。
技術革新はオランダから来た。当時はココアに含まれ
ている油脂分の不快な味を消すため，多くの添加物が用
いられ（というよりはポテト等に総量の五分の一程度の
ココアが添加されたと言った方がより妥当であろう〉，
ココア飲料というよりも， 「上品なかゆ」に近いもので
あった。この脂肪分を取除く機械がオランダで使用され
ていることをききつけたジョージは， 「オランダに向け
.lP座に出発した。オランダ語は全く判らないながら，手
まねと辞書とで機械の製造業者に会L、…・・・その機械を購
入した。J
この機械によって純粋なココア粉未の製造が可能にな
り，味も向上した。この面ではその後長期にわたってキ
ャドベリは独走したが，問題は小売業者に新製品を置か
せ， 「細心の注意を払った広告で，消費者を誘導する」
ことであった。この時期にロンドンの乗合い馬車に広告
を始める。広告面では兄リチヤードの芸術的趣味に事業
価値が見い出された。
1866年の新製品販売が，「存続が成功」の水準から絶え
ざる成長の企業への転換点、となった。約10年で従業員は
200名を越え，父の工場は手狭になった。 1878年発展余
地を求めて敷地捜しが始まり，翌79年市外のボーンヴィ
ノレに新しい工場の建設が始まる。同年夏に移ってきた労
働者は完成した工場をみて， 「こんなデカイ工場をやっ
ていけるほどココアは売れるのか」と危ぶんだという。
しかしキャドベリをとらえていた企業成長観は明瞭で
あり，移転直後に従業員数を増やし，工場への特別引込
み線を鉄道会社に認めさせるため，年間1万ポンド相当
額の輸送量を保障し，線路敷設初年でこれを実現する。
従業員は移転直後の230人から， 10年間で1,200人に， 20
年後には2,700人に増加し， 1905年に開発された牛乳分
の多い「デアリ・ミルク」チョコレートは，キャドベリ
の名を大衆化した。世紀変り目の1899年既に，一万ポγ
ド足らずの基金で出発した事業は，資本評価総額95万ポ
ンドに達していた。
これはヴィクトリア成功物語の一つだが，それ自体と
しては特に興味をそそるものではない。成長の点からみ
ればロイド銀行があり，技術革新からみれば，コークス
製鉄のA. ダーヴィンがあり，将来へのグィジョンとい
う点では， ミドルズブロのピズ家がある。確かに1860年
代以降のココア消費の伸びをみれば，この成長自体驚く
に足りないし，それで得た金を様々の「よい目的」に使
ったとしても，それだけではまだ独自にとりあげる意義
は少ない。キャドペリ自身繰返し述べたように，いかに
その金を得たかがまず問題となる。
